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達成度
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★★★ 90% 86% 96% Ｂ 100% 111% Ａ

95% 93% 98% Ｂ 96% 101% Ａ

85% 86% 101% Ａ 92% 108% Ａ

100% 86% 86% Ｂ 88% 88% Ｂ

80% 85% 106% Ａ 82% 103% Ａ

90% 92% 102% Ａ 87% 97% Ｂ

85% 87% 102% Ａ 83% 98% Ｂ

96% 98% 102% Ａ 99% 103% Ａ

100% 73% 73% Ｃ 78% 78% Ｃ

★★ 90% 97% 108% Ａ 98% 109% Ａ

90% 93% 103% Ａ 90% 100% Ａ

85% 96% 113% Ａ 95% 112% Ａ

100% 97% 97% Ｂ 96% 96% Ｂ

90% 95% 106% Ａ 93% 103% Ａ

80% 74% 93% Ｂ 83% 104% Ａ

90% 100% 111% Ａ 100% 111% Ａ

90% 91% 101% Ａ 97% 107% Ａ

50% 10% 20% Ｄ 33.0% 66% C

90% 90% 100% Ａ 89% 99% Ｂ

90% 98% 109% Ａ 95% 106% Ａ

★ 100% 56% 56% Ｄ 56% 56% Ｄ

80% 92% 115% Ａ 93% 116% Ａ

90% 100% 111% Ａ 94% 104% Ａ

業
務
改
善

心身の健やか
な発育

○授業や部活動における体力
づくり

○課題項目の中で全国平均
以上の割合

○ＮＳＲを核にした生徒の居場
所づくり

○計画的な教育相談の推進

豊
か
な
心 ○生徒や保護者の相談や悩

みについて適切に応じている
保護者の割合

自己肯定感・
集団適応感の
向上

○日々の業務の中で充実感を
得られていると感じる教職員
の割合

○Ｎ中メソッドを達成できてい
ると生徒の割合

○Ｎ中メソッドの定着（時・場・
礼）

○ボランティア活動の充実（地
域貢献）

○ボランティア活動に積極的
に取り組んでいる生徒の割合

○自分には良いところがある
と感じる生徒の割合

○生徒が主体的に取り組む防
災学習の推進※①

○学校楽しぃ～と６【学習集団
における適応力】の肯定的評
価の割合

c　中期経営目標
を踏まえた現状
（進捗状況）と今
年度の重点

　「考える授業づくり」「自己表現活動の充実」「自律的縦割り集団活動の充実」について取組を継続するとともに、昨年度は
「身近な生活場面と関連付けた課題設定による授業改善」「週末課題・キュビナ・読書活動等を活かした基礎学力の向上」に
力を入れてきた。今年度は、「生活をよりよくするため」という視点を重視した「考える授業づくり」と、Ｎ中メソッドを核とした「学
びの風土づくり」「安心・安全な風土づくり」を目指す。

令和8年2月6日

令和７年度　　評価計画及び自己評価

　　　　仁方中学校区　校番１　学校名　仁方中学校　　

a　学校教育目標 自ら学び，心豊かな生徒の育成
ｂ　経営理念
ミッション・ビ

ジョン

〈ミッション〉（学校の使命）
学校や郷土を誇りに思い、生涯にわたり生き抜く力や社会に貢献できる力を
身に付けた生徒の育成
〈ビジョン〉（将来の学校像）
・生きる力（知・徳・体）を育成する学校
・安全・安心な風土の高い学校
・保護者・地域と協働し、信頼される学校

○学校に自分の居場所がある
と感じる生徒の割合

    規範意識の
向上と豊かな
心の育成

○地域の災害や避難について
理解している生徒の割合

○自律的縦割り集団活動・生徒
会活動の充実

育成を目指す資質・能力 知識・技能　　　　思考力・判断力・表現力　　　主体性・協働性　　　規範意識・公徳心

評価計画（中期経営目標を設定してから　１　・　２　・　３　年目） 自己評価

重
点

d 中期（３年間）
経営目標

○タブレット端末を活用するの
は勉強に役立つと考える生徒
の割合

　９月 ２月

○主体的に学
び，思考力・判
断力・表現力を
育てる。

生活をよりよく
するために、自
分の考えを深
め、表現する
授業づくり

○生活と関連付けた授業を行
うことで、生徒の思考力・判断
力・表現力が身に付いたと思
う教職員の割合

e 短期（今年
度）

経営目標

f　目標達成のための方策
（こんなことをして達成します）

g　 指標
（効果を見とる目安）

h
目標値

○縦割り活動で達成感を感じ
ている生徒の割合

○相手の気持ちを考えた言葉
遣いや行動ができている生徒
の割合

○週課題を必ず提出している
生徒の割合

○計画的な授業確保と行事の
見直し
○会議の精選と効率化
○業務の平準化

○時間外勤務が月45時間未
満の教職員の割合

○生徒と向き合う時間が確保
されていると感じる教職員の
割合

○学校に行くのはたのしいと
思う生徒の割合

○読書活動の計画的な実施 ○本を読んで、自分の生き方
や社会との関わり方について
考えたことがある生徒の割合

○月１冊、本を読んでいる生
徒の割合

○週課題の計画的な実施

○目的とゴールイメージを明確
にした取組の充実

組織的な業務
改善の推進

〇教職員が自
らの意欲と能
力を発揮できる
教育環境を整
備する。

○自らを律し，
他人を思いや
る豊かな心を
育む。

安心・安全な風
土の高い学校
※④

○個に応じた支援や個の可能
性を伸ばす活動の充実※③

○受援力（互いに頼ることがで
きる力）の育成

※①防災教育の深化　　　※②授業改善の推進　　　※③個を大切にした支援の充実　　　※④いじめ撲滅

○キュビナの効果的な活用

○身近な生活と関連付けた課
題設定※②

○授業で学んだことを、自分
の生活と結びつけて考えようと
している生徒の割合

○自己表現活動の充実※②

○根拠・理由をつけて、自分
の考えや思いを相手に分かり
やすく表現している生徒の割
合

自
己
実
現

○各教科等において生徒の表
現活動を実践している教職員
の割合

基礎学力の定
着と向上

○授業でタブレット端末を活用
することができる教職員の割
合

【k：評価】 Ａ：１００≦（目標達成） B：８０≦（ほぼ達成）＜１００ Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０ Ｄ：（できていない）＜６０

様式２－２

貫

貫

貫

貫

貫


